
 

   

防災塾 実施報告書 

 

北沢総合支所地域振興課 

梅丘まちづくりセンター 

 

（１） 実施日 令和７年１月１８日（土曜日）午前１０時～午後１２時１５分 

 

（２）場所  梅丘地区会館 第１・第２会議室 

 

（３）参加人数 ３４人 

（町会・自治会関係者、梅丘あんしんすこやかセンター、豪徳寺商店街振興組合、

梅丘商店街振興組合、北沢ボランティアビューロー、城山小学校、世田谷中学

校ＰＴＡ、世田谷消防団第５分団、梅丘地区民生・児童委員協議会） 

 

（４）テーマ 

    「首都直下地震が起きたら梅丘はどうなるのか」 

 

（５）実施内容 

①講演 

テーマに沿って、行政と区民、消防、警察より首都直下地震発生直後のそれ

ぞれの行動や、日頃から心がけたいことについて講演を行った。 

‐梅丘まちづくりセンター 田中まちづくり・防災担当係長 

‐東京消防庁 世田谷消防署 松原出張所 戸村所長 

‐警視庁 北沢警察署 警備課 警備係 須藤係長 

   ②意見交換 

地区情報連絡会も兼ねた参加者同士の自己紹介、日頃の活動内容、防災塾の

感想などの意見交換や質疑応答を行った。 

 

（６）成果物（写真） 
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日　付 令和7年1月18日

地　区 梅丘

１－１）ご自身について（性別）

①男性 ②女性 ③未記入等

数 16 6 2

１－２）ご自身について（年齢）

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代以上

数 1 2 5 5 6 5

①会社員 ②公務員 ③団体職員 ④自営業
⑤パート・
　アルバイト

⑥専業主婦
　（主夫）

⑦無職 ⑧その他

数 3 3 2 5 5 3 2（町会役員）

①今回が初めて ②昨年度 ③２年以上前

数 13 7 3

①十分できている ②ややできている ③どちらとも言えない ④あまりできていない ⑤まったくできていない

数 5 10 1 4 2

①知っていた

数 16

数

6

６　「防災塾」に参加して、「地区防災計画」の内容を理解できましたか。

①参加前から理解していた ②参加したことで理解できた ③理解できなかった

6 17

防災塾アンケート用紙（とりまとめ）

4　設問３の選択肢を選んだ理由をご記入ください。

１－３）ご自身について（職業）

2　今まで参加した防災塾の開催年度について

3　防災塾に参加して、地域防災について十分な意見交換や議論ができたと思いますか。

５　自分の地区の「地区防災計画」をご存じでしたか。

②知らなかった
（今回参加したことで知った）

意見交換の時間が足りなかった。一人の発言時間に制限を設けないと時間オーバーしてしまう。

実際に梅丘地区でのシミュレーションができたから。

学ぶことが多かった。

意識の高い方々と情報共有ができたと考えたから。

他町会の状況が分かった。

顔の見える環境が少なくなっている。今の時代、外に干渉しない風潮があり、難しい。

情報は受け入れられる場である。

直面したときに対応出来るか？

少しではあったが質疑応答があったので。

この地区には大きな地震はないと、何となく思っている。

地震等が起きた時、自分の行動に不安感がある（親としての責任）。

自・公・共助がわかりやすかった

参加者からの多くの意見が聞く事が出来ました。

初めて知る事も多かったので勉強になりました。

もう少し具体的に有事の取組みについて各町会の意見や不安を出し合えたらよかったと思う。

知らない知識が身に付いた。

地区内でもエリアごとの状況も異なる部分があることから対策もいろいろかと思う。
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数 数

15 4

17 3

16 5

12

数 数

12 8

4 5

2 5

7

6

数 数

5 5

10 5

6 8

①継続して参
加したい

②都合がつけば
参加したい

③どちらとも言
えない

④あまり参加し
たくない

⑤まったく参加
したくない

数 12 5 1

１２　「防災塾」のご感想や「災害対策や地区防災計画」に関するご意見・ご要望など、自由にご記入ください。

７　設問６の選択肢を選んだ理由をご記入ください。

８　防災塾に参加して学んだことや気づいたこと

９　今後の希望する「防災塾」の進め方について

⑦防災専門の先生や被災対応経験者を招いた防災の工夫や事
例に関する防災講演

③よりコアな少数のメンバーが集まって地区全体の課題と対策
をより具体的に議論

⑧地域の課題と対策について、いろんな地区住民から広く意
見がもらえる会合

⑨その他（
 

）

⑦参加した地域のいろんな方と関係性が作られた。

⑥行政の防災担当者により防災対策の実態に関する詳しい説
明

⑤課題と対策のアイデアに関する他地区の防災活動の事例紹介

①今までと同じく、ワークショップ形式のグループで議論

④防災まちあるきや安否確認訓練などの体を動かす体験

⑥地区のいろんな方のアイデアが集まって、自分たちででき
る災害対策が講じられた。

⑤災害時の地域の課題が、地区住民の視点から具体化され
た。

②自分の地域でどの程度の被害が発生するかわかった。

①自分の地域でどのような災害が起こりうるかわかった。

④地域防災の考え方（住民の目線から課題と対策を検討する）
を学ぶことができた。

③災害時に自らがとるべき避難行動を理解することができた。

１０　「地区防災計画」の今後の見直し・検証において、重点的に実施したいと思うこと

⑤計画に記載している課題と対策に加え、より多くの住民視
点からの課題と対策の追加

③検討した対策の実現に向け、協力関係者への声がけと対策方
法に関する話し合い

⑥避難訓練、消火訓練等、災害時の対策が実現できるか体を
動かした検証（実践）

①地域の課題に対し、防災まちあるきを通じた危険個所や地域
資源の発見と整理

②課題や対策のテーマ別に関わる関係者だけがそれぞれ集まっ
て具体的に議論

＜その他＞地区全体ごとのルールをつくる。避難訓練。スタンドパイプ、D型ポンプの訓練自に取水場所の確認、地図への落とし込み（防火水槽）をほしい。初期消
火努力と断水の関わりについてきちんと知りたい。

１１　「防災塾」に継続して参加したいと思いますか。

②初期消火や要配慮者支援等の地域の課題別の防災マップ作成

④検討した対策の実現に向け、地区全体の具体的なルールづ
くりや担当決め

映像が参考になった。

担当の方から話を聞けたから。

公助に対する依存を考え直す！→自助！！共助！

資料はすべて紙ベースでいただきたい。

朝ドラでもありましたが、食べること！重要なことだと思います。そして、排泄すること（トイレ）についてもっと真剣に考える方向は大切かと思います。

物資の配付について、在宅避難者へ確実に届くような情報の届け方、物資の配り方等、在宅避難を進めるときに重要な必要な情報だと思います。

参加者に年齢制限を設けたら如何でしょう？

防災対策情報が多くあり、年中聞かされている。

今回はじめて参加し、理解はしましたが…自分の行動に不安がある。

ある程度は理解しているが、再確認できた。

説明から概要のみと思うが大まかな情報は理解できた。

和多田所長の生々しいお話が印象的でした。消防署、警察署の方々のお話ありがとうございました。

子どもたちも参加できるワークショップを実施できるとよいかもと考えます。

自助・共助の意識をより高められたから。

地域の方々が専門とする方との意見交換は大切であると感じた。

一番の関心事は、避難所運営に自分が参加出来るか？

梅丘まちづくりセンター・消防・警察それぞれの動きを把握することができた。

自、公、共助等理解できた。担架の作り方もよかった。

新たに学んだ内容がありました。
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防災塾 実施報告書 

 

北沢総合支所地域振興課 

代沢まちづくりセンター 

 

（１）実施日  令和７年２月１４日（金曜日）午後２時～４時 

 

（２）場所   代沢まちづくりセンター 活動フロアー 

 

（３）参加人数 ３６人 

・出席団体：町会、身近なまちづくり推進協議会委員、青少年代沢地区委員、 

民生・児童委員、地区地区社会福祉協議会、日赤奉仕団地区分団 

・その他関係団体：北沢警察署（地域課）、世田谷消防署北沢出張所、 

消防団、社会福祉協議会、あんしんすこやかセンター、区職員 

 

（４）テーマ 「首都直下地震 何が起こるのか＋避難所運営の課題」 

 

（５）実施内容 

① 開会挨拶        北沢総合支所地域振興課長 生垣 明 

② 講話 「首都直下地震 何が起こるのか ／ 避難所運営の課題」 

 代沢小学校親児の会 谷地森 直樹 氏（東京消防庁 所属） 

（元 区災害対策課主査） 

③ 意見交換（参加者、団体等との情報交換、関係機関からの情報提供） 

④ 閉会挨拶             

 

（６）成果物 

【別紙１】代沢地区防災マップ 

【別紙２】講演資料 

  【別紙３】実施風景 

  【別紙４】アンケート集計表  
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【別紙１】代沢地区防災マップ（令和７年１月発行） 
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【別紙２】講演資料 
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【別紙３】実施風景 

開会式 

 

講演 

 

講演 

 

意見交換 

 

意見交換 

 

防災マップの紹介 

 

PPO

PPS



【別紙４】アンケート集計表 

日　付 令和7年2月14日

地　区 代沢

１－１）ご自身について（性別）

①男性 ②女性 ③未記入等

数 11 3 3

１－２）ご自身について（年齢）

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代以上

数 1 4 7 4

①会社員 ②公務員 ③団体職員 ④自営業
⑤パート・
　アルバイト

⑥専業主婦
　（主夫）

⑦無職 ⑧その他

数 2 1 2 2 8 2

①今回が初めて②昨年度 ③２年以上前

数 5 9 4

①十分できている ②ややできている ③どちらとも言えない ④あまりできていない ⑤まったくできていない

数 3 8 4 2

①知っていた

数 12

数

数 数

11 5

10 4

10 4

7

７　設問６の選択肢を選んだ理由をご記入ください。

5

６　「防災塾」に参加して、「地区防災計画」の内容を理解できましたか。

①参加前から理解していた②参加したことで理解できた ③理解できなかった

6 9 1

８　防災塾に参加して学んだことや気づいたこと

⑦参加した地域のいろんな方と関係性が作られた。

防災塾アンケート用紙（とりまとめ）

4　設問３の選択肢を選んだ理由をご記入ください。

１－３）ご自身について（職業）

2　今まで参加した防災塾の開催年度について

3　防災塾に参加して、地域防災について十分な意見交換や議論ができたと思いますか。

５　自分の地区の「地区防災計画」をご存じでしたか。

②知らなかった
（今回参加したことで知った）

⑥地区のいろんな方のアイデアが集まって、自分たちで
できる災害対策が講じられた。

⑤災害時の地域の課題が、地区住民の視点から具体化さ
れた。

②自分の地域でどの程度の被害が発生するかわかった。

①自分の地域でどのような災害が起こりうるかわかった。

④地域防災の考え方（住民の目線から課題と対策を検討す
る）を学ぶことができた。

③災害時に自らがとるべき避難行動を理解することができた。

・他の案件に時間をとられている。・時間が十分でなかった。・時間が足りない。・時間があっという間だった。

・班の中では意見交換ができているが、全体的には出来てないと思う。参加者が多い気がする。毎年同じ人の参加が多い。

・普段気になっていることをきくことができた。・意識の向上になった。・足元から、出来ることから防災の準備をする。（棚などの倒れ防止など）

・何をはなしたらよいかすぐ分からなかった。・多方面にわたりすぎている。

・専門家の話を少し聞けるのでためになる。・それぞれの考えを出し合い勉強になった。・少しずつ顔を覚えれば、実際の時に必ず役に立つと思います。

・普段から防災訓練をしているので、防災計画を立てる必要を感じてる。

・防災に取り組む者にとっては、絶対必要と思います。

・毎年避難所運営訓練に担当として参加しているので、ある程度の内容は理解しているつもり。

・何度も参加しているから。・まだまだ不充分。
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数 数

6 6

3 7

1 1

2

4

数 数

9 3

9 3

3 4

①継続して
参加したい

②都合がつけ
ば参加したい

③どちらとも
言えない

④あまり参加
したくない

⑤まったく参
加したくない

数 6 9

１２　「防災塾」のご感想や「災害対策や地区防災計画」に関するご意見・ご要望など、自由にご記入ください。

９　今後の希望する「防災塾」の進め方について

⑦防災専門の先生や被災対応経験者を招いた防災の工夫
や事例に関する防災講演

③よりコアな少数のメンバーが集まって地区全体の課題と対
策をより具体的に議論

⑧地域の課題と対策について、いろんな地区住民から広
く意見がもらえる会合

⑨その他
（・まずは自分自身の安全確保から・防災に係る人が知
り合っていれば、実際の時、必ず役立つと思います。）

⑥行政の防災担当者により防災対策の実態に関する詳し
い説明

⑤課題と対策のアイデアに関する他地区の防災活動の事例紹介

①今までと同じく、ワークショップ形式のグループで議論

④防災まちあるきや安否確認訓練などの体を動かす体験

②課題や対策のテーマ別に関わる関係者だけがそれぞれ集
まって具体的に議論

＜その他＞訓練は絶対必要と思います。とにかく広く実施の機会を作っていただきたい。

１１　「防災塾」に継続して参加したいと思いますか。

②初期消火や要配慮者支援等の地域の課題別の防災マップ作成

④検討した対策の実現に向け、地区全体の具体的なルー
ルづくりや担当決め

③検討した対策の実現に向け、協力関係者への声がけと対策
方法に関する話し合い

⑥避難訓練、消火訓練等、災害時の対策が実現できるか
体を動かした検証（実践）

①地域の課題に対し、防災まちあるきを通じた危険個所や地
域資源の発見と整理

・体験したことがない！というのが実際なので！訓練や講習などで勉強し、もし災害にあったとき、役立てたい！

・次世代の子供たちにつなぐことをしたい。・谷地森さんのリアルなお話、こどもたちにも聞いてもらいたいと思いました。

１０　「地区防災計画」の今後の見直し・検証において、重点的に実施したいと思うこと

⑤計画に記載している課題と対策に加え、より多くの住
民視点からの課題と対策の追加

・街頭消火器は通りがかりに火を発見した際には役立つが、地震での消化には各家庭に常備している方が安心だと思うので、その旨を発信した方が良い
のでは。

・大変内容の濃い話だと思いました。・このような塾により多く、若い人たちに参加してもらうようにするには。
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       防災塾 実施報告書 

 

北沢総合支所地域振興課  

新代田まちづくりセンター 

 

（１）実施日  令和７年１月２５日（土曜日）午前１０時～正午 

（２）場所   新代田まちづくりセンター 地下体育室 

（３）参加人数 ３２名（町会、東京都議会議員、社会福祉協議会新代田地区事務局、

新代田あんしんすこやかセンター、北沢総合支所地域振興課・保健

福祉課、事務局） 

（４）テーマ 

前半 講話「能登半島地震に学ぶ世田谷区での災害対応／世田谷区でのボラ

ンティア運営で想定されること」 

    後半 グループワーク「避難所生活において知りたいこと」 

（５）実施内容 

Ⅰ．講話「能登半島地震に学ぶ世田谷区での災害対応／世田谷区でのボラン

ティア運営で想定されること」 

  ①講師 （福）世田谷ボランティア協会 横山 康博 氏 

  ②内容 別紙スライド資料を参照 

 

Ⅱ．グループワーク「避難所生活において知りたいこと」 

  指定避難所ごとの４グループに参加者に分かれてもらい、意見交換を行

った。 

［目 的］ 

災害時の生々しい避難生活を想像することで本当に必要な情報と適切な

取得方法を考える。 

［内 容］ 

①発災３日間を避難所で生活する事を前提に、避難所運営や民生委員な

どの役割は一旦忘れ、避難者として『知りたいこと』を考え、簡潔に書

き出してもらう。 

②書き出した『知りたいこと』をカテゴリー別に集約し、台紙にまとめ

ていく。 

③振り分けた『知りたいこと』に対して、どのような情報が必要か。必

要な情報は何処でどのように得たいか。ツールは何がいいか等をグルー

プで話し合う。グループ内で意見集約まで行い発表する。 

 

  以下、各グループの発表内容要旨。 

・水・食べものはいつ・どのぐらいもらえるのかを知りたい。早めに情

PPR

PPV



 

  
 

報を得たいが、正しい情報を得るには行政からの情報や、ラジオから

情報を得るのが良い。 

・私たちの避難所では３日間食事は提供しないことを受付で貼りだす。

行政などの情報は無線で教えてもらって同じように貼りだせるのか。 

・避難所内のどこに情報共有用の掲示板を設置するかは決めてある。 

・避難所内の生活ルールを知りたい。 

・マンホールトイレなどを使うことになるかと思うが、一般避難者の立 

場として考えると普段使わない簡易トイレの使い方を知りたい。男女の

トイレ表示も分かりやすくしてほしい。 

・避難所に簡易トイレがどのくらいストックがあるのか、使用後はどこに

捨てたら良いか知りたい。 

・一般避難者としても避難所は協力し合って運営・生活していくもので

ありボランティアなどの活動はしていきたいと思うが、避難所内のだれ

がリーダーであるかを知りたい。 

・風呂について、どこで入浴することが出来るかを知りたい。 

・ペットについて、ケージに入れておくには大きい犬をどのように扱う

のか。近所にペットを飼っている人が多いのでみんな知りたいと思う。 

・そもそも避難所にペットを連れて行って良いかはどうやって知るの

か？ 

・ビールなどの嗜好品を手に入れる場所があるかを知りたい。 

・家族・親族の安否について知りたい。災害伝言ダイヤルが使えればよ

いが、安否を知りたい相手の方が使い方を知っているかどうか。 

→これらの内容が避難所運営委員会で共有・検討され、具体的行動にな

ることが、新代田地区の防災力向上につながる 

また全体的に、生活の心配が先にたち地震自体の情報には誰も気が回

っていない事が分かった。地震規模や被災範囲などが判れば置かれた状

況が見えてくる。随時正確な情報を得られるようにしたい。 

 

（６）成果物 

・写真 

・講話資料 

・アンケート集計票 
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防災塾の様子 

  

 

グループワークで使用した模造紙 

  
 

  

PPT

PPX



PPU

PQO



PPV

PQP



PPW

PQQ



PPX

PQR



PQO

PQS



PQP

PQT



PQQ

PQU



PQR

PQV



PQS

PQW



PQT

PQX



PQU

PRO



PQV

PRP



日　付 令和7年1月25日

地　区 新代田地区

１－１）ご自身について（性別）

①男性 ②女性 ③未記入等

数 16 8 0

１－２）ご自身について（年齢）

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代以上

数 0 0 0 4 4 4 8 4

①会社員 ②公務員 ③団体職員 ④自営業
⑤パート・
　アルバイト

⑥専業主婦
　（主夫）

⑦無職 ⑧その他

数 3 1 2 6 2 0 6 1

①今回が初めて②昨年度 ③２年以上前

数 10 6 8

①十分できている ②ややできている ③どちらとも言えない ④あまりできていない ⑤まったくできていない

数 4 15 2 1 0

①知っていた

数 11

数

数 数

7 7

3 11

16 7

14

・防災について、話す機会がないのでよかった。　・震災初期の必要事項が理解できた。　・毎月の避難所会議で話している。

・まだ知らないことが多かったですが、地域の情報を知ることが出来ました。　・他の方の具体的な意見を聞くことが出来た。

・実際に地震が起きたときにどのようになるかはまだまだ不安を感じる。

・避難所での生活がどのようなものなのか知ることが出来ました。何が必要なのかこれかも考えていきたい。

・グループワークのまとめで、今後の避難所運営訓練で実践できること（携帯トイレの使い方等）を助言してくれたため。

・実際の状況を鑑みて考えることが出来た。　・地区防災計画についてもう少し話が聞けるとよかった。

・ずっと塾に参加している。　・防災計画の必要性が理解出来ました。　・講話での説明がよかった。

・サテライトがあることを知った。　・災害関連死についてよく知ることが出来た。

・避難所運営委員としては、実際に避難所運営を主体的に行う立場のため、具体的な意見交換ができたと思う。

⑥地区のいろんな方のアイデアが集まって、自分たちで
できる災害対策が講じられた。

⑤災害時の地域の課題が、地区住民の視点から具体化さ
れた。

②自分の地域でどの程度の被害が発生するかわかった。

・8名のグループ対話によって、色々な意見・考え方が出て視野が広がった。話し合いの重要性を感じた。

・意見をよく聞いてくれた。　・グループでの話し合いで意見交換ができたと思った。　・ボランティアの支援について知ることが出来た。

・他町会の方とお話しできてよかった。　・色々な立場の人の意見が聞けて良かった。　・コロナ等で町会幹部の話し合いが十分できていないと思う。

・ファシリテーターなしでは話が進まない。　・意見交換や議論をするには時間が短い。　・まだ今回のテーマで深堀出来ると思う。

・大地震が起きたら間違いなく大混乱すると思うが、その後いかに冷静に判断し、どう行動するか考えるきっかけになった。

５　自分の地区の「地区防災計画」をご存じでしたか。

②知らなかった
（今回参加したことで知った）

①自分の地域でどのような災害が起こりうるかわかった。

④地域防災の考え方（住民の目線から課題と対策を検討す
る）を学ぶことができた。

③災害時に自らがとるべき避難行動を理解することができた。

防災塾アンケート用紙（とりまとめ）

4　設問３の選択肢を選んだ理由をご記入ください。

１－３）ご自身について（職業）

2　今まで参加した防災塾の開催年度について

3　防災塾に参加して、地域防災について十分な意見交換や議論ができたと思いますか。

８　防災塾に参加して学んだことや気づいたこと

⑦参加した地域のいろんな方と関係性が作られた。

７　設問６の選択肢を選んだ理由をご記入ください。

12

６　「防災塾」に参加して、「地区防災計画」の内容を理解できましたか。

①参加前から理解していた②参加したことで理解できた ③理解できなかった

1 20 1

PQW

PRQ



数 数

11 7

2 10

1 4

7

10

数 数

10 4

11 6

9 4

①継続して
参加したい

②都合がつけ
ば参加したい

③どちらとも
言えない

④あまり参加
したくない

⑤まったく参
加したくない

数 8 9 0 0 0

１２　「防災塾」のご感想や「災害対策や地区防災計画」に関するご意見・ご要望など、自由にご記入ください。

・地元町会の皆さんのご意見を聞いてみて、何かが出来るかもう一度考えてみたいと思います。

・総合支所やまちセンの方などの方針も分かるとより理解しやすいと思う。

・震度6強以上では避難所開設の可能性が高まり、町のリーダーが開設・運営することになるが、チームワークが大事だと思った。

・今回話に出なかったが、都市型地震での火災に不安を感じるため、火災についても考えていきたい。

その他実施したいこと⇒避難所で過ごした人の生の声を聞きたい・地震による火災について考える

・特にありませんが、若い人が多く参加してほしい。

・避難所の生活は長い間変わっていない状況だと思う。実際に避難した人の声なき声を聞かないとよくならないと思う。

・大変参考になりました。本日の課題をさらに町会会員と話し合っていきたい。

②課題や対策のテーマ別に関わる関係者だけがそれぞれ集
まって具体的に議論

＜その他＞

１１　「防災塾」に継続して参加したいと思いますか。

②初期消火や要配慮者支援等の地域の課題別の防災マップ作成

④検討した対策の実現に向け、地区全体の具体的なルー
ルづくりや担当決め

⑤計画に記載している課題と対策に加え、より多くの住
民視点からの課題と対策の追加

③検討した対策の実現に向け、協力関係者への声がけと対策
方法に関する話し合い

⑥避難訓練、消火訓練等、災害時の対策が実現できるか
体を動かした検証（実践）

①地域の課題に対し、防災まちあるきを通じた危険個所や地
域資源の発見と整理

１０　「地区防災計画」の今後の見直し・検証において、重点的に実施したいと思うこと

2

④防災まちあるきや安否確認訓練などの体を動かす体験

９　今後の希望する「防災塾」の進め方について

⑦防災専門の先生や被災対応経験者を招いた防災の工夫
や事例に関する防災講演

③よりコアな少数のメンバーが集まって地区全体の課題と対
策をより具体的に議論

⑧地域の課題と対策について、いろんな地区住民から広
く意見がもらえる会合

⑨その他（地域住民全員を対象とした勉強会、トイレの
使い方や資機材の使い方の訓練）

⑥行政の防災担当者により防災対策の実態に関する詳し
い説明

⑤課題と対策のアイデアに関する他地区の防災活動の事例紹介

①今までと同じく、ワークショップ形式のグループで議論

PQX

PRR



  

   

防災塾 実施報告書 

 

北沢総合支所地域振興課 

 北沢 まちづくりセンター 

 

（１）実施日 令和７年２月１６日（日曜日）午前１０時～正午 

（２）場所  旧北沢小学校（北沢中学校第２校舎） 

（３）参加人数 ４７人（町会・自治会１８人、旧北沢小学校避難所運営委員２１人、

北沢あんしんすこやかセンター職員２人、区職員６人） 

（４）テーマ やさしい日本語を知ろう－みんなが安心して暮らせるまちへ－ 

（５）実施内容 

   ①開会挨拶 北沢総合支所地域振興課長 生垣 明 

   ②講義 

    講師 防災士・「入門・やさしい日本語」認定講師 山崎 聖子氏 

    ・北沢地区の被害想定 

    ・観光客が被災すると困ること 

    ・やさしい日本語とは 

    ・北沢地区の防災とやさしい日本語 

③グループワーク 

  ・やさしい日本語を使った言葉の説明体験 

  ・旧北沢小学校避難所の「避難所における生活ルール」を用いたやさしい

日本語への変換 

④質疑応答 

⑤閉会挨拶 旧北沢小学校避難所運営委員会本部長 池田 雅光 

 

（６）成果物 

  ①当日の写真 

   

  ②講義資料 

  ③アンケート結果 
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